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町制45周年記念式典で
梅原先生が記念講演

６月１日の町制45周年記念式典の後、名誉町民の

梅原猛先生が「円空と私」の題で講演され、講演の

中で「私のふるさとは内海です」と話されていまし

た。（関連２・３ページ）
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45
年
の
節
目
を
迎
え

町
制
45
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

６
月
１
日
、
町
制
45
周
年
記
念
式
典
が
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
町
内
外
よ
り
約
300
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
森
下
町
長
が
「
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
災
害
対
策
や
高
齢
化
対
策
等
を
進
め
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
安
心
で
親
し
ま
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
や
来
賓
の
祝

辞
な
ど
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
の
産
業
や
福
祉

な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
46
の
個
人
・
団
体
に
町
政
功
労
者
表
彰
や

特
別
表
彰
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
名
誉
町
民
の
梅
原
猛
先
生
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
、「
円
空
と
私
」
と
題
し
、
先
生
が
幼
少
期
に
内
海

で
育
っ
た
話
や
、
今
研
究
中
の
「
円
空
」
に
つ
い
て
、
町
内
に

も
円
空
仏
が
３
体
あ
る
話
な
ど
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
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産
業
・
福
祉
功
労

磯

部

信

吉

（
内
海
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

日

比

恭

子

（
内
海
）

地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献

齋

藤

成

一
　
（
日
間
賀
島
）

大

岩

　

敏
　
（
内
海
）

堀

江

佐

尚
　
（
豊
浜
）

角

　

敦

美
　
（
内
海
）

早

川

照

雄
　
（
内
海
）

中

村

秀

治
　
（
内
海
）

大

久

利

一

男
　
（
内
海
）

交
通
安
全
に
貢
献

家

田

武

勇
　
（
豊
浜
）

伊

東

良

（
豊
浜
）

社
会
事
業
に
貢
献

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
う
み
な
り

多
額
の
私
財
を
寄
附

飯

田

榮

一
　
（
豊
浜
）

磯

部

信

滿
　
（
内
海
）

地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献

小

久

保

　

洋
　
（
篠
島
）

三

浦

長

七

郎
　
（
山
海
）

辻

　

　

夫
　
（
篠
島
）

樋

口

博

一
　
（
内
海
）

河

口

　

茂
　
（
篠
島
）

大

岩

貞

彦
　
（
内
海
）

林

　

泰

男
　
（
山
海
）

與
　
吾
　
健
　
一
　
（
山
海
）

天
　
野
　
昌
　
次
　
（
篠
島
）

内
　
藤
　
宗
　
充
　
（
山
海
）

大
　
森
　
良
　
一
　
（
山
海
）

鈴
　
木
　
博
　
司
　
（
山
海
）

産
業
の
振
興
に
貢
献

田
　
中
　
喜
　
博
　
（
豊
浜
）

民
生
の
安
定
に
貢
献

河
　
合
　
和
　
子
　
（
篠
島
）

鈴
　
木
　
光
　
男
　
（
日
間
賀
島
）

大
　
井
　
　
　
誠
　
（
内
海
）

教
育
・
体
育
・
学
術
そ
の
他
文
化
の

振
興
に
貢
献

三
　
鬼
　
勝
　
義
　
（
篠
島
）

高
　
橋
　
公
　
雄
　
（
日
間
賀
島
）

交
通
安
全
に
貢
献

兼
　
井
　
　
　
潔
　
（
大
井
）

杉
　
浦
　
和
　
夫
　
（
日
間
賀
島
）

田
　
康
　
孝
　
（
豊
浜
）

齋
　
藤
　
　
　
哲
　
（
山
海
）

愛
知
県
交
通
安
全
協
会
半
田
支
部

南
知
多
分
会

社
会
事
業
に
貢
献

坂
　
本
　
　
　
ま
　
（
師
崎
）

坂
　
本
　
さ
　
と
　
（
師
崎
）

北
　
川
　
久
　
代
　
（
師
崎
）

石

黒

き

み

江
　
（
大
井
）

渋
　
谷
　
久
　
子
　
（
内
海
）

榎
　
戸
　
豊
　
久
　
（
内
海
）

森
　
　
　
謙
　
一
　
（
内
海
）

鯛
　
　
　
　
　
組
　
（
豊
浜
）

多
額
の
私
財
を
寄
附

光
　
　
明
　
　
寺
　
（
豊
浜
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平
成
18
年
６
月
１
日
の
町
制
45
周
年
記
念
式

典
に
お
い
て
、
各
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
町
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
次
の
皆
さ
ん
に
町
表
彰

条
例
に
基
づ
く
表
彰
（
町
政
功
労
者
）、
特
別

表
彰
な
ら
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
政
功
労
者

特

別

表

彰

感

謝

状

町制45周年記念式典で町功労者を表彰�町制45周年記念式典で町功労者を表彰�

日比恭子さん�

代表の大岩英敏さん�

磯部信吉さん�

代表の小久保 洋さん�
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平
成
18
年
度

優
良
児
童
・
生
徒
を
顕
彰

５
月
の
児
童
福
祉
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
他
の
模
範
と
な
る
児
童
・

生
徒
に
郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
顕
彰
（
５
月
９
日
）、
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
顕
彰
（
５
月
30
日
）
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
顕
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
顕
彰

町
社
会
福
祉
協
議
会
長
顕
彰

林
　
沙
梨
生
　
（
内
海
小
）

中
村
　
優
作
　
（
山
海
小
）

相
川
　
治
奈
　
（
豊
浜
小
）

滝
本
　
大
希
　
（
豊
丘
小
）

鷲
尾
　
裕
太
　
（
大
井
小
）

奥
村
　
花
乃
子
（
師
崎
小
）

新
美
　
　
鈴
　
（
篠
島
小
）

鈴
木
　
あ
か
り
（
日
間
賀
小
）

奥
川
　
紗
代
　
（
内
海
中
）

田
中
　
佑
奈
　
（
豊
浜
中
）

滝
本
　
真
未
　
（
師
崎
中
）

天
野
　
早
紀
　
（
篠
島
中
）

宮
地
　
勇
弥
　
（
日
間
賀
中
）

新
美
　
貴
広
　
（
内
海
小
）

藤
本
　
　
幸
　
（
山
海
小
）

相
川
　
拓
夢
　
（
豊
浜
小
）

杉
山
　
慎
悟
　
（
豊
丘
小
）

磯
部
　
実
紀
　
（
大
井
小
）

木
村
　
元
彦
　
（
師
崎
小
）

小
久
保
　
侑
也
（
篠
島
小
）

坂
口
　
真
野
　
（
日
間
賀
小
）

二
宮
　
和
暉
　
（
内
海
中
）

山
本
　
奈
美
　
（
豊
浜
中
）

磯
部
　
宏
太
　
（
師
崎
中
）

鈴
木
　
遥
夏
　
（
篠
島
中
）

北
川
　
由
理
　
（
日
間
賀
中
）

町
社
会
福
祉
協
議
会

q
６
５
‐
２
６
８
７

男女共同参画週間　６月23日(金)～29日(木)

参画で　職場に活気　家庭にゆとり

男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同
参画社会」。その実現のためには政府や地方公共団体だけでなく、国民のみなさんのひとりひとり
の取り組みが必要です。男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？
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学
校
薬
剤
師
で
あ
る
馬
場
倫
將
さ

ん
（
76
）
＝
豊
浜
字
鳥
居
＝
は
、
平

成
18
年
４
月
29
日
春
の
叙
勲
で
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
町

の
学
校
薬
剤
師
と
し
て
児
童
・
生
徒

の
健
康
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章

馬

場

倫

將
さ
ん

（
豊

浜
）

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移

行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日

に
終
了
い
た
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
２
放
送
の

視
聴
方
法
な
ど
受
信
に
関
す
る
相
談
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
へ
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
受
信
相
談

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

q
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

・
視
聴
エ
リ
ア

(社)
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.d-

pa.org/

◆
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
（
5
／

24
・
町
民
会
館
・
１
位
の
み
）

男
　
子

●
１
０
０
Ｍ
走

５
年
以
下
　
竹
内
　
天
智
（
山
海
）

６
年
　
　
　
岩
本
　
　
將
（
山
海
）

●
走
り
幅
跳
び

５
年
以
下
　
奥
村
　
征
哉
（
師
崎
）

６
年
　
　
　
吉
川
　
卓
杜
（
師
崎
）

●
走
り
高
跳
び

５
年
以
下
　
堀
江
　
基
樹
（
豊
浜
）

〃

松
下
　
祐
輔
（
師
崎
）

６
年
　
　
　
板
谷
　
賢
人
（
篠
島
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

５
年
以
下
　
加
藤
　
三
樹
人
（
豊
浜
）

６
年
　
　
　
滝
本
　
大
希
（
豊
丘
）

●
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー
　
師
崎

女
　
子

●
１
０
０
Ｍ
走

５
年
以
下
　
斉
藤
　
　
碧
（
山
海
）

〃

鳥
山
　
奈
美
（
豊
浜
）

６
年
　
　
　
奥
村
　
花
乃
子
（
師
崎
）

●
走
り
幅
跳
び

５
年
以
下
　
辻
　
　
成
美
（
師
崎
）

６
年
　
　
　
　
本
　
寧
々
（
師
崎
）

●
走
り
高
跳
び

５
年
以
下
　
磯
部
　
な
ぎ
さ
（
師
崎
）

６
年
　
　
　
鈴
垣
　
　
優
（
師
崎
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

５
年
以
下
　
　
本
　
理
子
（
師
崎
）

６
年
　
　
　
山
本
　
真
希
（
豊
浜
）

●
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー
　
師
崎

◆
第
24
回
南
知
多
町
少
年
剣
道
大
会

（
町
体
育
協
会
主
催
・
５
／
14
・
総
合

体
育
館
・
61
人
）

◇
団
体
戦

●
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
豊
浜
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
大
井
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

●
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
野
間
中
学
校
Ａ

準
優
勝
　
野
間
中
学
校
Ｂ

●
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
師
崎
中
学
校

◇
個
人
戦

●
２
級
以
上
の
部

優
　
勝
　
磯
部
　
健
夫
（
師
崎
小
）

準
優
勝
　
磯
部
　
紳
治
（
大
井
小
）

３
　
位
　
磯
部
　
実
紀
（
大
井
小
）

●
３
・
４
級
の
部

優
　
勝
　
　
本
　
寧
々
（
師
崎
小
）

準
優
勝
　
磯
貝
　
友
香
（
河
和
小
）

３
　
位
　
土
岐
　
友
利
子
（
布
土
小
）

●
５
級
の
部

優
　
勝
　
山
本
　
恭
平
（
豊
丘
小
）

準
優
勝
　
須
賀
　
貴
大
（
大
井
小
）

３
　
位
　
森
本
　
光
春
（
豊
浜
小
）

〃
　
　
沖
田
　
麻
亜
耶
（
奥
田
小
）

●
６
・
７
級
の
部

優
　
勝
　
日
比
　
敬
子
（
内
海
小
）

準
優
勝
　
熊
谷
　
僚
太
（
布
土
小
）

３
　
位
　
岩
川
　
聡
起
（
奥
田
小
）

◆
第
54
回
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
町
体
育
協
会
主
催
・
４
／
９
〜
23
・

町
民
会
館
・
７
チ
ー
ム
・
100
名
）

優
　
勝
　
利
屋
フ
レ
ン
ズ

準
優
勝
　
山
田
倶
楽
部

３
　
位
　
北
脇
コ
ス
モ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
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鈴木
すず き

瑠音奈
る ん な

ちゃん（日間賀島）
平成16年12月23日生まれ

（お父さん　慶一さん・お母さん　みさとさん）

加藤
かと う

愛菜
あ い な

ちゃん（豊浜）
平成17年２月21日生まれ

（お父さん　和幸さん・お母さん　芙弥子さん）

あ
て
先

〒
４
７
０
‐
３
４
９
５

(

住
所
不
要
）

南
知
多
町
役
場
企
画
情
報
課

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
み
な
み
ち
た
」
係

イ
ラ
ス
ト
や

写
真
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

満
一
歳�

山下
やました

渚紗
な ぎ さ

ちゃん（山海）
平成16年11月15日生まれ

（お父さん　典久さん・お母さん　秀美さん）

〟パ
パ
の
幼
い
頃
に
そ
っ
く
り
で
す
〟

棹
さ
せ
し
舟
の
波
来
る
花
あ
や
め

内
田
二
三
子

茨
城
県
の
水
郷
・
潮
来

い
た
こ

の
舟
め
ぐ
り
。
通
学
も

花
嫁
さ
ん
も
舟
で
ゆ
く
光
景
に
遭
う
。

植
へ
終
へ
し
田
へ
青
鷺
の
降
り
立
ち
ぬ

大
岩
　
千
代

田
植
機
の
引
き
あ
げ
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
に
、

大
き
な
青
鷺
が
飛
ん
で
来
た
。
踏
み
つ
け
な
い

で
く
れ
。

独
り
居
の
春
眠
誰
れ
も
さ
ま
た
げ
ず

與
吾
　
乙
彦

年
老
い
て
独
り
に
な
れ
ば
息
子
は
仕
事
、
孫
は

学
校
に
出
か
け
て
し
ま
い
、
独
り
春
眠
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。

停
年
の
隣
の
夫
婦
茄
子
を
植
う

鈴
木
あ
き
よ

手
入
れ
さ
れ
た
畑
に
季
節
の
野
菜
や
花
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

道
曲
が
る
燕
も
添
ひ
て
曲
が
り
け
り

内
田
　
白
花

道
す
れ
す
れ
に
飛
ん
で
来
た
燕
は
カ
ー
ブ
で
上

空
へ
上
が
る
か
と
思
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
道
に
添

っ
て
低
く
カ
ー
ブ
し
た
。

内
　
海
　
俳
　
句
　
会

趣趣
味味
のの
文文
芸芸俳

句
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新任教諭ら南知多を勉強

今春、町内の小中学校に新たに赴任した先
生が５月19日、町内の施設などを見学し、町
について学びました。
篠島、日間賀島始め町を一周し、内海の町
郷土資料館では町内で発掘された人骨を見て
驚いた様子で、「すごい資料があるので、総
合学習で利用したい」と話していました。

親子で楽しくふれあい

５月24日、町総合体育館で親子ふれあいひ
ろばの第１回目が行われました。
この催しは、保育所入所前の親子を対象に、
親子いっしょに楽しくふれあうことを目的に
行われ、第１回目は「ランプの会」による人
形劇を見たり、歌に合わせて親子いっしょに
体操したりしました。

まちの話題をお知らせください。企画情報課　広報担当まで�

新記録を目指して！
━ 小学校陸上大会 ━

５月24日、町民会館グランドで小学校陸上
大会が行われました。
大会は100m走や走り幅跳びなど５種目が
行われ、各校を代表した選手のがんばりに、
見学席から「がんばれ」の声援が送られてい
ました。（結果５ページ）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
た
な
環
境
で
働
く
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

お
一
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ
で
も
大

歓
迎
で
す
。

●
会
員
に
な
る
に
は

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲

の
あ
る
健
康
な
人
な
ら
、
会
員
に
な

れ
ま
す
。

●
入
会
の
手
続
き

入
会
申
込
書
を
事
務
局
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
で
説
明
い
た

し
ま
す
）

●
会
費

年
会
費
500
円
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
仕
事

会
員
の
希
望
に
あ
っ
た
仕
事
を
セ

ン
タ
ー
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

●
報
酬
（
配
分
金
）
は

自
分
で
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
、

報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
会
員
傷
害
保
険

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
間
の
傷
害

は
、
団
体
傷
害
保
険
に
よ
る
補
償
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

◆
庭
木
の
剪
定
・
簡
単
な
大
工
仕
事

・
ペ
ン
キ
塗
り

◆
屋
内
・
外
の
軽
作
業
（
草
刈
・
草

取
・
清
掃
な
ど
）

◆
毛
筆
・
硬
筆
の
宛
名
・
賞
状
書

◆
施
設
管
理
・
駐
車
場
の
整
理
な
ど

ご
家
庭
・
企
業
か
ら
の
仕
事
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
詳
し
い
こ
と
は
、
事
務
局
へ

q
６
５
‐
２
８
６
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害
を

受
け
て
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た

場
合
で
も
、
国
保(

国
民
健
康
保
険)

を
使
っ
て
治
療
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
る
と
同
時
に
国
保
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
国
保
担
当

窓
口
に
も
届
出
（
第
三
者
行
為
に
よ

る
被
害
届
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

届
出
が
な
い
ま
ま
診
療
を
受
け
よ

う
と
し
た
と
き
は
「
国
保
で
か
か
れ

ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

届
出
に
必
要
な
書
類

●
保
険
証
　
●
印
か
ん
　
●
事
故
証

明
書
等

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
は
被

害
者
に
過
失
の
な
い
か
ぎ
り
加
害
者

が
全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
診
療
し
た
場

合
に
お
い
て
も
加
害
者
が
負
担
す
べ

き
医
療
費
は
、
国
保
が
一
時
立
て
替

え
て
支
払
う
だ
け
で
、
あ
と
で
国
保

が
、
そ
の
医
療
費
を
被
害
者
に
な
り

か
わ
っ
て
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い
が

つ
い
て
、示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、

そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の
内
容
が
優

先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
示
談
の
成
立

以
後
は
、
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
第
三
者
か
ら
傷
害
を

受
け
た
場
合
は
、
示
談
を
結
ぶ
前
に

必
ず
国
保
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
国
保
窓
口
に
も

届
出
を
！

す
ぐ
に
届
出
を
…

示
談
は
慎
重
に

医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

国�

保�
ニ
ュ
ー
ス�

住
民
課
　(

内
線
１
１
５)

休日急病当番医

●受付時間　午前９時～正午
●急病以外の診療、往診はできません。
●都合により変更になる場合もあります。

６・７月の

当 番 日 当　番　医 診療科目 電話番号
６月18日(日) （医）浜田整形外科・内科クリニック 整形外科・内科 82 -5 5 1 1

25日(日) 新美医院 内科・眼科 82 -0 2 2 3

７月２日(日) 水野医院 内科・小児科 62 -0 2 3 3

９日(日) 白井医院 内科 63 -0 0 2 9

16日(日) （医）共生会南知多病院 内科 65 -1 1 1 1

17日(月) （医）浜田整形外科・内科クリニック 整形外科・内科 82 -5 5 1 1

23日(日) 大岩医院（内海） 内科・外科 62 -0 1 3 8

30日(日) （医）顕心会　辻医院 内科・小児科 82 -0 1 0 6
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「チーム・マイナス６％」をご存知ですか

深刻な問題となっている地球温暖化の解決のた
め、世界に約束した日本の目標は、温室効果ガス
排出量６％削減。これを実現させるための国民的
プロジェクト、それが、「チーム・マイナス６％」
です。

誰もが実践できる、具体的なアクション

「チーム・マイナス６％」では、CO2削減のた
めに次の６つのアクションプランを設定していま
す。決して難しいことではありませんので、一人
ひとりができることから実践していきましょう。
それがチームとなって結集すれば、地球規模の大
きな力になります。

●冷房は28℃、暖房時の室温は20℃にしよう
夏、エアコンの寒さのために体調を崩したり、
冬、部屋の中で汗をかいている人がいる。そもそ
もおかしな話ですよね？みんなが服装にちょっと
気を使うだけで、これは解決できること。無理な
節約をするまでもなく、冷暖房の使用を１℃控え
るだけで、大きな削減効果が期待できます。家庭
では、人がいない部屋のエアコンをこまめに止め
ることも大切です。会社などでは、設定温度を変
えることはできません。まわりの人たちと一緒に、
冷暖房の温度に対する意識を高めるようにしまし
ょう。

●蛇口はこまめに閉めよう
シャワーを１分間出しっ放しだと、なんと10リ
ットルにもなるのです。家族３人なら、１家庭あ
たり30リットル、ペットボトル15本分のムダに。
しかも、水だけでなく、ガスや電気を使ってわざ
わざお湯にしたものを、じゃぶじゃぶ捨てている
のです。また、水道水の送水にはたくさんの電気
が使われています。頭を洗っているときなど、必
要のない時にはこまめにシャワーを止めること。
そんな当たり前の心掛けが、地球の未来をつくっ
ていきます。

●エコドライブをしよう
停車や駐車時のアイドリングを、無意識のうち

にしていませんか？アイドリング時にも、ガソリ
ンは１分あたり約 0.014リットルが消費されてい
ます。１日５分のアイドリングを止めたとすると、
年間20時間（240日として）。特に仕事などで車を
頻繁に使われる方ほど、削減量も大きくなります。
もちろんその分ガソリン代も節約に。限られた資
源を、ムダなく、大切に。停車中は、エンジンを
オフ。習慣づけが大切です。

●エコ製品を選んで買おう
新しく家電製品を買うときに、ぜひ注目して欲

しいのが省エネ性能。エアコンや冷蔵庫などは省
エネ性能の表示も普及し、購入の際の目安になっ
ています。中には、年間電気料が数万円単位で違
うこともあり、特に古い機器を使い続けている場
合、買い替えコストと電気代を比べてみると、が
く然とする数字が出ることも。お財布にも、環境
にも優しい省エネ製品。特に冷蔵庫やエアコンを
買い替えの際には、忘れずにチェックしてみてく
ださい。

●過剰包装を断ろう
１人が１年間で使用する手提げ袋は、なんと

230枚。買い物の際には専用のバッグを常に携帯
しておけば、買い物袋は不要になります。また、
プラスチックのトレーなども極力避けて、ムダな
包装を持ち帰らないようにしましょう。
家に帰れば不要になる袋やトレーは、つくる際

にも、再生・破棄する際にも、CO2を排出してい
ます。そろそろ自分の買い物バッグを、当たり前
のことにしませんか。

●コンセントからこまめに抜こう
電気製品を使用していないときに、タイマーな

どのために消費される電力が待機電力。ビデオデ
ッキ、オーディオコンポ、テレビ、電子レンジな
どが代表的です。そしてその合計は、家庭の電力
消費のなんと10％にも。ここまでいくと「少しく
らい」とも言っていられない数字です。その対策
は、使っていないときに電源プラグをコンセント
から抜くこと。少し面倒ですが、まずは使用頻度
の低いものからやってみましょう。スイッチ付き
コンセントの活用なども便利です。

Act４：商品の選び方で減らそう

Act５：買い物とごみで減らそう

Act２：水道の使い方で減らそう

Act１：温度調節で減らそう

Act６：電気の使い方で減らそう

Act３：自動車の使い方で減らそう

福 祉 環 境 課　(内線１２６)

環境
特集 地球温暖化防止について考える地球温暖化防止について考える地球温暖化防止について考える
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家庭粗大ごみ収集 家庭粗大ごみ収集を、次のとおり実施します

☆燃える粗大ごみ
サイズ　　幅150㎝　長さ180㎝以下のもの
①木製家具類（たんす・机・いす等）
②たたみ・ふとん・座布団
③樹木・木材（太さ15㎝　長さ150㎝以下のもの）
④戸　等

☆燃えない粗大ごみ
サイズ　　たて180㎝　よこ140㎝　厚み100㎝以下のもの
①スチール製品
②家電製品（大型製品およびテレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）
③自転車等

①商売等事業活動により発生したもの（事業系ごみ）
②テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・パソコン
③農業関連機器（脱穀機等）・漁業関連機器・自動車関連機器
④バッテリー・タイヤ・バイク・消火器
⑤分別収集で回収するもの（びん・カン・陶磁器類・衣類・なべ等）
⑥家の改修・改築・取り壊しによる木材・かわら・壁土等

収集できるもの

収集できない(出してはいけない)もの

◆ ルールは必ず守ってください◆

家庭粗大ごみを早急に処理したい場合は
知多南部クリーンセンター（q62－0402）に電話のうえ、直接搬入
してください。家庭粗大ごみは、無料です。

・決められた収集時間に出してください。（前日からの排出は、絶対やめてください）

・決められた場所に出してください。（可燃ごみ集積所には、絶対出さないでください）

・家庭用以外（事業系）のごみは、絶対出さないでください。（事業者のごみ
は、直接、知多南部クリーンセンターへ搬入してください）

・不法投棄は犯罪です。むやみにごみを捨てる行為は、法律により罰せら
れることがあります。絶対しないでください。

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

篠島サービス�
　　センター�

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

粗大ごみ収集場所�

日間賀島�
サービスセンター�

日 間 賀�
小 学 校 �
体 育 館 �

７月11日(火)午前7時～8時15分
篠島（サービスセンター前）

７月14日(金)午前８時～９時
日間賀島（サービスセンター横西側空地）

実施地区

内 海 地 区豊 浜

日間賀島地区

篠 島 地 区

山 海
豊 丘
大 井 地 区
片 名
師 崎

収集時間

午前８時～
午前９時

午前７時30分～
午前８時15分

午前７時～
午前８時

分別収集日

７月４日（火）
７月18日（火）

７月12日（水）
７月26日（水）

７月４日（火）
７月18日（火）

７月６日（木）
７月20日（木）

決められた時間に各地区指定の分別収集会場
（リサイクルステーション）へお出しください。

資源ごみ・不燃ごみの分別
収集のお知らせ　 (７月)

※ふとん等の粗大ごみは、収集しませんので、絶対
出さないでください。
問い合わせ　福祉環境課（内線126）

日　　時
収集場所

収集場所位置図�

総合体育館�プラスチック�
団地�

粗大ごみ収集場所�

あいち知多農協�
営農センター�

７月14日(金)午前７時～11時
豊浜（総合体育館駐車場南角）

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動

麻薬・覚せい剤などの薬物乱用防止のため、６月
20日から７月19日まで「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
が実施されております。この期間中に更生保護女性
会、ライオンズクラブ、ボーイスカウト、保護司会
等の協力を得て、街頭キャンペーン・募金活動など
を行いますので、本運動の趣旨にご理解とご協力を
お願いします。
問い合わせ
愛知県半田保健所美浜支所　q 82－0078

６月20日～７月19日

麻薬・覚せい剤・シンナー

の乱用をなくそう！

６月20日～７月19日

麻薬・覚せい剤・シンナー

の乱用をなくそう！
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情報　保健センター q 65-0711

半田保健所美浜支所健康相談（7月）

●１期初回 平成17年10月～平成17年12月生まれの子
●１期追加 １期初回終了後おおむね１年を経過した子
●７歳半未満の未実施者

百日せき・ジフテリア・破傷風混合予防接種

■日程

対象者

７月４日（火） 保健センター

月 日 場　　所時　　　　間

午後１時30分～２時

７月21日（金） 保健センター午後１時30分～２時

乳幼児の健康診査（７月）

健　　診

３か月児健康診査 平成18年３月生まれ
７月14日（金）
午後1時～1時30分

７月28日（金）
午後1時～1時30分

７月18日（火）
午後1時～1時30分

平成17年１月生まれ

平成15年７月生まれ

１ 歳 ６ か 月 児
健 康 診 査

３歳児健康診査

対　　象 月日・受付時間

※場所はいずれも保健センターです。３か月児健康診査
において、離乳食についてのお話もあります。

■日程

●平成18年３月生まれの子
●平成18年２月生まれの未実施者

７月10日（月） 保健センター

月 日 場　　所時　　　　間

午後1時30分～１時50分

ＢＣＧ接種

■日程

対象者

※ＢＣＧ接種は、生後６か月に達するまでに済ませるよ
うにしましょう。（生後６か月を過ぎると公費による接種
はできませんのでご了承ください。）

●平成17年５月・６月生まれの子
●２歳未満の「麻しん」および「風しん」予防接種
未実施者

麻しん・風しん混合予防接種

■日程

対象者

７月19日（水） 保健センター

月 日 場　　所時　　　　間

午後１時30分～２時

◆精神保健福祉相談（予約制）
７月13日（木）・27日（木）午後１時～３時

◆栄養相談（予約制）
７月18日（火））午前９時30分～11時

◆歯科相談（予約制）
７月18日（火））午前９時30分～11時

◆エイズ・Ｃ型肝炎検査
７月４日（火））・18日（火）午前10時～11時

※時間は、受付時間です。
詳しくは半田保健所美浜支所まで
q 8 2－ 0 0 7 8

山海公民館で住民
健診を受けた方
(５/25実施)

農協みさき支店
で住民健診を受
けた方
(５/22実施)

大井公民館で住民
健診を受けた方
(5/29、5/30実施)

７月５日

(水)

７月７日

(金)

７月７日

(金)

山海公民館

農協みさき
支 店

大井公民館

10：30～11：30

13：30～14：30

10：30～11：30

住民健診結果説明会のお知らせ
住民健診結果説明会を下記のとおり行います。結
果説明会の案内はがきを必ず持って来てください。
※異常のない方には、結果は郵送させていただいて
おりますが、結果などでご相談のある方は下記日程
をご覧のうえ、お出かけください。

月 日 場　　所 時　　間 対　　　象

■日程

７月13日

(木)

豊丘小学校で住民
健診を受けた方
(６/３実施)

保健センターで住
民健診を受けた方
(6/5、6/6、6/8、
6/9実施)

若 子 会 館 10：30～11：30

10：30～11：30
13：30～14：30

保健センター
７月20日

(木)
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●
町
教
育
の
充
実
の
た
め
に

・
１
０
０
万
円馬

場
倫
將
（
豊
浜
）

（
敬
称
略
）

〈
篠
島
〉

日
時

７
月
14
日（
金
）午
後
２
時
〜

４
時

会
場

篠
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
員

民
生
委
員
・
行
政
相
談
委

員
・
弁
護
士

〈
日
間
賀
島
〉

日
時

７
月
28
日（
金
）午
後
２
時
〜

４
時

会
場

日
間
賀
島
公
民
館

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相

談
委
員
・
弁
護
士

※
弁
護
士
と
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
先
着
４
名
ま
で
）

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

度
に
小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予
定

で
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
養
護

学
校
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
体
験
入
学
を
行
い

ま
す
。

●
半
田
養
護
学
校

半
田
市
池
田
町
２
‐
30

q
２
７
‐
７
０
６
１

知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に
障

害
の
あ
る
子
を
対
象
と
し
た
学
校

体
験
入
学
日
　
９
月
13
日（
水
）

10
月
３
日（
火
）

●
ひ
い
ら
ぎ
養
護
学
校

半
田
市
出
口
町
１
‐
８
‐
１

q
２
６
‐
７
１
３
１

手
足
の
不
自
由
な
子
を
対
象
と
し

た
学
校

体
験
入
学
日
　
９
月
15
日（
金
）

10
月
25
日（
水
）

●
大
府
養
護
学
校

大
府
市
森
岡
町
尾
坂
田
１
‐
11

q
０
５
６
２
‐
４
８
‐
５
３
１
１

病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
を
対
象

と
し
た
学
校

体
験
入
学
日
　
10
月
13
日（
金
）

11
月
17
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
験
入
学
先
の
学
校
へ
直
接
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
の
相
談

各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学
以

外
の
日
に
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
成
長
や

発
達
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
方
々
や

担
当
さ
れ
る
先
生
方
が
お
持
ち
の

様
々
な
疑
問
や
不
安
・
悩
み
に
つ
い

て
一
緒
に
話
し
合
い
、
安
心
し
て
お

子
さ
ん
の
養
育
や
指
導
が
で
き
る
よ

う
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

知
多
半
島
に
お
住
ま
い
で
、

お
子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
に
つ
い
て

悩
み
や
不
安
を
お
持
ち
の
方

相
談
日
時

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜

日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場
所

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

半
田
市
立
岩
滑
小
学
校

武
豊
町
立
武
豊
小
学
校

ひ
い
ら
ぎ
養
護
学
校

半
田
養
護
学
校

相
談
内
容

・
学
校
や
家
庭
で
の
生
活
に
つ
い
て

・
就
学
に
つ
い
て
・
進
路
に
つ
い
て

・
そ
の
他

費
用

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

愛
知
県
立
半
田
養
護
学
校
　
ふ
れ

あ
い
相
談
部
　
q
２
７
‐
７
０
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７
‐
７
６
４
０

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

４
月
に
小
学
校
へ
新
１
年
生
と
し
て

入
学
す
る
予
定
で
、
障
害
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対

象
に
就
学
相
談
を
行
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
障
害
や
障
害
児
教
育

の
実
態
に
つ
い
て
、
よ
り
正
し
く
理

解
す
る
場
と
し
て
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

日
時

８
月
17
日（
木
）、
18
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

申
し
込
み

７
月
14
日（
金
）ま
で
に

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

日
時

６
月
29
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時

場
所

役
場
大
会
議
室

内
容

・
学
校
お
よ
び
地
域
防
犯
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
お
話

・
護
身
術

講
師

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

（
警
察
Ｏ
Ｂ
）
等

申
し
込
み

不
要

※
参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

困
り
ご
と
相
談

(

篠
島
・
日
間
賀
島)

町
社
会
福
祉
協
議
会

q
６
５
‐
２
６
８
７

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
へ

q

６

５

‐

０

７

１

１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
６

５

‐

０

６

９

４

メ
ー
ル

m
in
am
ich
ita@

to
w
n
.m
in
am
ich
ita.lg

.jp

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

寄
　
　
　
　
　
　
　
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

県
立
養
護
学
校

体
験
入
学

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
４)

県
立
半
田
養
護
学
校

ふ
れ
あ
い
相
談

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
４)

入
学
前
就
学
相
談

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
４)

学
校
お
よ
び
地
域
防
犯

研
修
会
参
加
者
募
集

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
２)
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平
成
18
年
７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
る
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

が
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

■
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

南
知
多
町
全
区
　
７
人

■
立
候
補
の
で
き
る
人

平
成
18
年
７
月
４
日
現
在
、
町
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人
。

(1)
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
人

(2)

(1)
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
耕
作
従
事
日
数
が
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
人

(3)
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人

の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
の
人

■
立
候
補
の
届
出

立
候
補
の
届
出
は
、
６
月
29
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
投
票
の
で
き
る
人

平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
で
「
立
候
補
の
で
き
る
人
」
の
要
件
を
満
た

す
人
。（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
）

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
　
内
線
２
１
２
）

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

６
月
29
日
(木)

７
月
４
日
(火)

投
　

票

日

立
候
補
の
届
出

趣
旨

(1)
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、
現

代
的
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

青
年
の
育
成
を
図
る
。

(2)
地
域
の
青
年
団
体
お
よ
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
指
導
者
と
し
て
、
事

業
の
企
画
力
や
指
導
力
を
養
う
。

(3)
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
指
導
者
と

し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
。

主
催

愛
知
県
教
育
委
員
会

期
日

参
加
者
は
次
の
各
期
（
合
計

５
日
間
）
に
参
加
す
る
。

（
前
期
）

９
月
16
日（
土
）
〜
９
月

17
日（
日
）
１
泊
２
日

（
中
期
）

10
月
７
日（
土
）

（
後
期
）

10
月
14
日（
土
）
〜
10
月

15
日（
日
）
１
泊
２
日

会
場

（
前
期
・
後
期
）
愛
知
県
青
年
の
家

岡
崎
市
美
合
町
並
松
１
‐
２

q
０
５
６
４
‐
５
１
‐
２
１
２
３

（
中
期
）

名
古
屋
文
化
短
期
大
学

名
古
屋
市
東
区
葵
１
‐
17
‐
８

q
０
５
２
‐
９
３
１
‐
７
１
１
２

受
講
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
お
お

む
ね
35
歳
未
満
の
青
年

(1)
青
年
団
体
活
動
の
経
験
を
有
す
る

者(2)
青
年
大
学
（
青
年
学
級
）
に
在
籍

ま
た
は
修
了
し
た
者

(3)
市
町
村
教
育
委
員
会
が
推
薦
す
る

者受
講
人
員

20
人
程
度

参
加
費（
当
日
持
参
）１
０，
０
０
０
円

内
訳
　
宿
泊
代
（
１，
４
０
０
円
×

２
）
食
事
代
（
朝
食
400
円
×
２

昼
食
600
円
×
３

夕
食
680
円
×
２
）

保
険
代
（
500
円
）

パ
ソ
コ
ン
使

用
料
（
中
期
）（
１，
５
０
０
円
）

野
外
炊
飯
代
（
食
材
、
ま
き
代
等

諸
雑
費
）（
１，
２
４
０
円
）

修
了
証
　
修
了
者
に
は
修
了
証
を
授

与
す
る
。

携
行
品
　
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
洗
面

用
具
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
服
装
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
保
険
証

申
込
期
限

７
月
14
日（
金
）

申
込
先

社
会
教
育
課
　
q
６
５
‐

２
８
８
０

本
町
で
は
、「
情
報
公
開
制
度
」

お
よ
び
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
南
知
多
町
情
報

公
開
条
例
第
22
条
（
施
行
の
状
況
の

公
表
）
お
よ
び
南
知
多
町
個
人
情
報

保
護
条
例
第
52
条
（
施
行
の
状
況
の

公
表
）
に
基
づ
き
、
情
報
開
示
等
の

請
求
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

◆
　
平
成
17
年
度
の
情
報
公
開
制
度

の
利
用
請
求
件
数
は
５
件
あ
り
、
そ

の
す
べ
て
を
全
部
開
示
と
し
ま
し
た
。

◆
　
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て

の
実
施
機
関
に
お
け
る
個
人
情
報
を

取
扱
う
事
務
の
件
数
は
、
平
成
17
年

度
で
は
、
３
０
９
件
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
か
ら
の
開
示
等
の
請
求
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
18
年
度
愛
知
県

青
年
講
座
参
加
者
募
集

社
会
教
育
課

q
６
５-

２
８
８
０

平
成
17
年
度
「
情
報
公

開
制
度
」
「
個
人
情
報

保
護
制
度
」
実
施
状
況

総
務
課

(

内
線
２
１
２)

平成17年度の実施状況〔情報公開制度〕

※その他の実施機関である、議会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会
および固定資産評価審査委員会では、請求等はありませんでした。

実施機関

教育委員会

請求件数

３

開　　示 部分開示 不 開 示 存否応答拒否 不 存 在

３ ０ ０ ０ ０

決　　　定　　　内　　　容　　　等

町　　　長 ２ ２ ０ ０ ０ ０
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広
報

6
.1
5

―
―
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―
―

平
成
1
8
年
　
№
７
２
４

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◆
発
行
／
南
知
多
町
　
T
E
L
6
5
-0
7
1
1

F
A
X
6
5
-0
6
9
4
編
集
／
総
務
部
企
画
情
報
課

〒
4
7
0
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交通事故をなくそう
━ 町交通安全推進協議会全体会 ━

５月17日、町総合体育館で町交通安全推進
協議会全体会が開催され、各種団体長ら約90
人が出席。多発する交通事故を無くそうと、
高齢者の交通安全意識啓発、シートベルト着
用徹底など今年度の基本方針や街頭啓発など
の事業計画を確認しました。

子どもを交通事故から守れ！
━ 幼児交通安全指導者研修会 ━

５月24日、町総合体育館で幼児交通安全指
導者研修会が開催され、保育所（園）の幼児
交通安全クラブや母の会の役員ら約60人が参
加。県警交通安全教育チーム「あゆみ」を講
師に迎え、幼児への交通安全の指導法などを
学び、参加者は子どもの交通事故を防ごうと
真剣に学んでいました。

南知多町内では交通事故が多発しています。南知多町内では交通事故が多発しています。
本年に入り、死亡事故１件を始め交通事故が多発しています。

特に高齢者の事故、若者の無謀運転による事故が増えています。

（５月末現在、事故件数38件、死傷者数46名）

慣れた道でも

●歩行者は、無理な横断や飛び出しはやめ、左右をしっかり

確認して、道路を横断しましょう。

●自転車に乗るときは、前だけでなく後ろから来る車にも気

をつけて、斜め横断はぜったいにやめましょう。

●夜間やうす暗いときに外出する場合は、夜間反射材を活用

して車から目立つ格好で外出しましょう。

●ドライバーは、子どもやお年寄りを見かけたら、スピード

を落とすなど思いやり運転をしてください。

交通安全について家族みんなで話し合い、

家庭から交通安全の輪を広げましょう。


